
 

 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かいてみよう 

げつようび 

学校
がっこう

生活
せいかつ

では勉 強
べんきょう

だけでなく、美術
びじゅつ

、スポーツ、楽器
が っ き

の演奏
えんそう

をする機会
き か い

もあ

ります。そのような機会
き か い

を通
とお

して才能
さいのう

を発見
はっけん

したり、将 来
しょうらい

の希望
き ぼ う

を持
も

ったりも

します。 

たくさんの友
とも

だちが、ただ学
まな

んで才能
さいのう

を探
さが

すことで終
お

わります。ところが、神
かみ

の子
こ

どもである 私
わたし

は、学
まな

び経験
けいけん

したことすべてが神様
かみさま

の計画
けいかく

を成
な

し遂
と

げる道具
ど う ぐ

になります。神様
かみさま

が、そのようにされると約束
やくそく

されたからです。 私
わたし

は福音
ふくいん

を受
う

けた神
かみ

の子
こ

どもです。神様
かみさま

はこのような 私
わたし

の生活
せいかつ

、才能
さいのう

、経験
けいけん

などを世界
せ か い

に

福音
ふくいん

を伝
つた

える証拠
しょうこ

となるようにしてくださるでしょう。福音
ふくいん

の証 人
しょうにん

です。 

がむしゃらにがんばろうとする前
まえ

に、一
ひと

つのことを覚
おぼ

えましょう。世界
せ か い

福音
ふくいん

化
か

という神様
かみさま

の大
おお

きい絵
え

の中
なか

に 私
わたし

がいて、 私
わたし

の才能
さいのう

があるということです。神様
かみさま

はこの契約
けいやく

を信
しん

じているレムナントに、福音
ふくいん

が深
ふか

く植
う

えられるようにしてくださ

り、世界
せ か い

に出
で

て行
い

く門
もん

を開
ひら

いてくださるでしょう。福音
ふくいん

を伝
つた

える弟子
で し

として選
えら

ば

れたからです。全
ぜん

世界
せ か い

237か国
こく

のあちらこちらで、 私
わたし

のような人々
ひとびと

に会
あ

うように

されるでしょう。神様
かみさま

の絵
え

のために、福音
ふくいん

の証 人
しょうにん

として立
た

てられる時刻表
じこくひょう

に

挑 戦
ちょうせん

してみましょう。 

使徒
し と

 

1章
しょう

8節
せつ

 

 

しょうにんとして わたしを 

      よばれました 

 

父
ちち

なる神様
かみさま

！私
わたし

の学
まな

び、経験
けいけん

、才能
さいのう

のすべてが、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

を成
な

し遂
と

げる神様
かみさま

の計画
けいかく

の中
なか

にあるように導
みちび

いてください。生
い

きておられるイエス・キリストの

お名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

しかし、聖霊
せいれい

があなたがたの上
うえ

に臨
のぞ

まれるとき、あなたがたは力
ちから

を受
う

けます。

そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土
ぜ ん ど

、および地
ち

の果
は

てにまで、わた

しの証 人
しょうにん

となります。 
 

 

会
あ

う人
ひと

                        準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

テコンドー宣教大会 1講│ 2017.9.16                                        

 

福音
ふくいん

の証人
しょうにん

である人
ひと

が受
う

けた契約
けいやく

があります。きょう私
わたし

たちに 

同
おな

じようにくださいました。契約
けいやく

を確認
かくにん

して、深
ふか

く植
う

わるように 

なぞって書
か

きましょう。 

             

 

しかし、聖霊
せいれい

があなたがたの上
うえ

に臨
のぞ

まれるとき、 

あなたがたは力
ちから

を受
う

けます。 

そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土
ぜ ん ど

、 

および地
ち

の果
は

てにまで、わたしの証人
しょうにん

となります。 

使徒
し と

１章
しょう

８節
せつ

のみことば 



 

 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さがして 

かこう 

かようび 

神様
かみさま

は、時代
じ だ い

ごとにひとりを通
とお

してひとつの国
くに

を生
い

かして、ひとつの教 会
きょうかい

を通
とお

して世界
せ か い

を福音
ふくいん

化
か

されました。迫害者
はくがいしゃ

パウロを伝道者
でんどうしゃ

として呼
よ

ばれた神様
かみさま

は、世界
せ か い

を福音
ふくいん

化
か

できる強 大
きょうだい

国
こく

ローマを生
い

かすことを願
ねが

っておられました。

それゆえ、パウロが持
も

っていたすべての技能
ぎ の う

で、地域
ち い き

ごとに教 会
きょうかい

をたてて

現場
げ ん ば

を生
い

かすようにされました。 

その結果
け っ か

、 力
ちから

と能 力
のうりょく

がないように見
み

えた人々
ひとびと

が、キリストの弟子
で し

として立
た

てられました。それだけではありません。その弟子
で し

たちを通
とお

して会堂
かいどう

と偶像
ぐうぞう

現場
げ ん ば

に福音
ふくいん

が伝
つた

えられました。弟子
で し

たちの中
なか

には、福音
ふくいん

をあかしして、自分
じ ぶ ん

と

同
おな

じキリストの弟子
で し

をたてた人々
ひとびと

がいました。さらには、ローマまで変化
へ ん か

させ

る答
こた

えも受
う

けました。 

神様
かみさま

は、 私
わたし

たちをパウロとその時代
じ だ い

の弟子
で し

たちのように呼
よ

ばれました。こ

の時代
じ だ い

の伝道者
でんどうしゃ

、レムナントとしてです。ですから、 私
わたし

の未
み

来
らい

は何
なに

よりも

大切
たいせつ

です。 私
わたし

にある小
ちい

さい技能
ぎ の う

が、世界
せ か い

を福音
ふくいん

化
か

するひとつの国
くに

、ひとりを

生
い

かす祝 福
しゅくふく

の道具
ど う ぐ

になるでしょう。神様
かみさま

の正確
せいかく

な契約
けいやく

に入
はい

るレムナントにな

りましょう。 

使徒
し と

 

19章
しょう

10節
せつ

 

ひとつの きょうかい、  

ひとつの くに、 ひとり 

父
ちち

なる神様
かみさま

！私
わたし

が持
も

っている小
ちい

さな技能
ぎ の う

を、ひとつの国
くに

、ひとり、ひとつの

教 会
きょうかい

を生
い

かすことに用
もち

いてください。生
い

きておられるイエス・キリストのお

名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

これが二年
に ね ん

の 間
あいだ

続
つづ

いたので、アジヤに住
す

む者
もの

はみな、ユダヤ人
じん

もギリシヤ人
じん

も主
しゅ

のことば

を聞
き

いた。 

会
あ

う人
ひと

                        準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

テコンドー宣教大会 2講│ 2017.9.16.                                        

 

キリストの弟子
で し

であったパウロは、自分
じ ぶ ん

と同
おな

じキリストの弟子
で し

たちと 

ともに、毎日
まいにち

、福音
ふくいん

を宣
の

べ伝
つた

えました。どんな現場
げ ん ば

で起
お

きたのか 

みことばを通
とお

して確認
かくにん

して、（   ）を埋
う

めましょう。 

 

 

 

 

 

それから、（    ）は会堂
かいどう

に入
はい

って、 

三
さん

か月
げつ

の間
あいだ

大
だい

胆
たん

に語
かた

り、（     ）について論
ろん

じて、 

彼
かれ

らを説得
せっとく

しようと努
つと

めた。 

しかし、ある者
もの

たちが（   ）をかたくなにして 

聞
き

き入
い

れず、会衆
かいしゅう

の前
まえ

で、この道
みち

をののしったので、 

パウロは彼
かれ

らから身
み

を引
ひ

き、（    ）たちをも 

退
しりぞ

かせて、毎日
まいにち

（        ）で論
ろん

じた。 

これが二年
に ね ん

の間
あいだ

続
つづ

いたので、アジヤに住
す

む者
もの

はみな、 

（      ）も（       ）も 

主
しゅ

の（     ）を聞
き

いた。 

 

   使徒
し と

１９章
しょう

８～１０節
せつ

のみことば 

 

 

 

 

 

神
かみ

の国
くに

、パウロ、 心
こころ

、ツラノの講堂
こうどう

、ユダヤ人
じん

、ことば、 

ギリシヤ人
じん

、弟子
で し

           



 

 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちがいを 

みつけよう 

すいようび 

十字架
じゅうじか

で死
し

なれたイエス様
さま

が、三日後
み っ か ご

に復活
ふっかつ

して弟子
で し

たちを訪
たず

ねて来
こ

られまし

た。そのとき、イエス様
さま

を目
め

で見
み

たのですが、 疑
うたが

う人々
ひとびと

もいました。しばらくし

て、イエス様
さま

は弟子
で し

たちにみことばを与
あた

えてから昇 天
しょうてん

されました。「あなたがた

は行
い

って、あらゆる国
くに

の人々
ひとびと

を弟子
で し

としなさい。わたしは、世
よ

の終
お

わりまで、いつ

も、あなたがたとともにいます。」という最後
さ い ご

のことばを言
い

われました。弟子
で し

たち

は、このみことばを契約
けいやく

として握
にぎ

りました。そして、すべての現場
げ ん ば

で弟子
で し

を見
み

つけ

て立
た

てて、世界
せ か い

を生
い

かす証 人
しょうにん

となりました。 

神様
かみさま

は 私
わたし

たちをこの時代
じ だ い

のレムナント弟子
で し

として呼
よ

ばれました。 私
わたし

たちのいる

学校
がっこう

の現場
げ ん ば

、 塾
じゅく

の現場
げ ん ば

、家庭
か て い

の現場
げ ん ば

で、 私
わたし

たちのような弟子
で し

を見
み

つけることを願
ねが

っておられます。まず神様
かみさま

のみことばを契約
けいやく

として握
にぎ

って、霊的
れいてき

な 力
ちから

を受
う

けまし

ょう。福音
ふくいん

が必要
ひつよう

な現場
げ ん ば

を見
み

るようにしてくださり、福音
ふくいん

が必要
ひつよう

な弟子
で し

をつけてく

ださるでしょう。現場
げ ん ば

を生
い

かして弟子
で し

を立
た

たせてくださる祝 福
しゅくふく

に、ドブン！と入
はい

りましょう。 

マタイ 

28章
しょう

19～20節
せつ

 

いって でしと しなさい 

 

父
ちち

なる神様
かみさま

！現場
げ ん ば

を正
ただ

しく見
み

る力
ちから

をください。そして、私
わたし

が行
い

くところすべて

に、私
わたし

のようなイエス様
さま

の弟子
で し

を立
た

てることができますように。生
い

きておられ

るイエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

それゆえ、あなたがたは行
い

って、あらゆる国
くに

の人々
ひとびと

を弟子
で し

としなさい。そして、父
ちち

、子
こ

、

聖霊
せいれい

の御名
み な

によってバプテスマを授
さず

け、また、わたしがあなたがたに命
めい

じておいたすべての

ことを守
まも

るように、彼
かれ

らを教
おし

えなさい。見
み

よ。わたしは、世
よ

の終
お

わりまで、いつも、あなた

がたとともにいます。 

会
あ

う人
ひと

                        準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

テコンドー宣教大会 3講│ 2017.9.16.                                        

 

イエス様
さま

の弟子
で し

を見
み

つけるために、自分
じ ぶ ん

の現場
げ ん ば

に行
い

っている友
とも

だちが 

います。友
とも

だちを描
か

いた２つの絵
え

のちがいを見
み

つけながら、私
わたし

はどん

な心
こころ

で現場
げ ん ば

に行
い

くべきなのかを考
かんが

えましょう。７つちがいがあります。             



 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もくようび 

一年
いちねん

の農作業
のうさぎょう

によって、100年
ねん

生活
せいかつ

できる分
ぶん

を収 穫
しゅうかく

した人
ひと

がいます。神様
かみさま

から 100

年
ねん

の答
こた

えを受
う

けたイサクです。イサクはその答
こた

えを受
う

ける前
まえ

に、まず３つのことを

確認
かくにん

しました。 

１つ目
め

、神様
かみさま

の契
けい

約
やく

、すなわち、みことばは変
か

わらないということです（イザヤ

40:6～8、ハバクク 2:2～4）。２つ目
め

、神様
かみさま

が 私
わたし

を呼
よ

ばれた理由
り ゆ う

は、全世界
ぜんせかい

237か国
こく

のすみずみまで福音
ふくいん

を伝
つた

えるようにするためだということです（創 26:3-4）。３つ

目
め

、この契約
けいやく

がどれくらい重 要
じゅうよう

なのかが分
わ

かりました（創 3:15、出 3:18、イザヤ

7:14、マタイ 16:16～20）。創世記
そうせいき

３ 章
しょう

の、神様
かみさま

を離
はな

れて、すべての人間
にんげん

に来
く

るのろ

いを防
ふせ

ぐ道
みち

は、ただイエス・キリストしかないからです。 

イサクが３つのことを分
わ

かったとき、一年
いちねん

で 100年
ねん

の答
こた

えを受
う

けました。ペリシテ

の人々
ひとびと

が井戸
い ど

をすべてふさいだ時
とき

は、湧
わ

き水
みず

の出
で

る井
い

戸
ど

を得
え

ました。ゲラルの羊飼
ひつじか

い

たちが自分
じ ぶ ん

のものだと言
い

って彼
かれ

らと 争
あらそ

ったとき、神様
かみさま

はさらに広
ひろ

いレホボテ

（「広々
ひろびろ

としたところ」という意味
い み

）の答
こた

えをくださいました。 私
わたし

も神様
かみさま

の変
か

わら

ない契約
けいやく

と世界
せ か い

福音
ふくいん

化
か

の奥義
お く ぎ

を確認
かくにん

しましょう。 私
わたし

にだけくださる答
こた

えを受
う

けるで

しょう。 

創世記
そうせいき

 

26章
しょう

12～22節
せつ

 

しゅが イサクに くださいました 

 

父
ちち

なる神様
かみさま

！毎日
まいにち

、イサクのように、神様
かみさま

がともにおられる奥義
お く ぎ

を心
こころ

に抱
だ

くようにさせてください。そして、行
い

ってすべての現場
げ ん ば

を生
い

かすレムナント

となるように導
みちび

いてください。生
い

きておられるイエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

イサクはその地
ち

に種
たね

を蒔
ま

き、その年
とし

に百 倍
ひゃくばい

の収 穫
しゅうかく

を見
み

た。主
しゅ

が彼
かれ

を祝 福
しゅくふく

して

くださったのである。こうして、この人
ひと

は富
と

み、ますます栄
さか

えて、非常
ひじょう

に裕福
ゆうふく

になった。(12-13) 

会
あ

う人
ひと

                        準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

インマヌエル教会聖日 1部│ 2017.9.17.                                        

 

イサクのように私
わたし

にも尊
とうと

い契約
けいやく

をくださった神様
かみさま

の御名
み な

を 

たたえましょう。讃美歌
さ ん び か

101番
ばん

「主
しゅ

イエスのみ名
な

こそ」を 

歌
うた

って、神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

の祈
いの

りをささげましょう。 

             

さんびしよう 



 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きんようび 

イサクは、たくさんの困難
こんなん

の中
なか

でも、揺
ゆ

れませんでした。苦
くる

しみがあっても、人
ひと

と

争
あらそ

いませんでした。そのようなときには、神様
かみさま

に祈
いの

ってみことばに 従
したが

いながら、聖霊
せいれい

の 導
みちび

きを受
う

けました。そのようなイサクを見
み

て、ゲラルの王
おう

アビメレクが「 私
わたし

たち

は、主
しゅ

があなたとともにおられることを、はっきり見
み

たのです。」（創 26:28）と言
い

っ

て、和解
わ か い

を求
もと

めました。彼
かれ

は神様
かみさま

を信
しん

じていなかったのですが、「あなたは今
いま

、主
しゅ

に

祝 福
しゅくふく

されています。」（創 26:29）という告白
こくはく

までしました。 

神様
かみさま

が 私
わたし

たちを通
とお

してしようとされていることがあります。イサクのように神様
かみさま

を

信
しん

じない人々
ひとびと

に、神様
かみさま

が生
い

きておられることを見
み

せることです。そして、そのことによ

って、栄光
えいこう

を受
う

けることを願
ねが

っておられます。そのような 私
わたし

たちが行
い

く 所
ところ

には、神様
かみさま

の証拠
しょうこ

が 必
かなら

ずくるようになります。イサクのように 戦
たたか

わずに勝
か

つことができます。死
し

んでいく現場
げ ん ば

、時代
じ だ い

、国家
こ っ か

を生
い

かすようになります。 私
わたし

たちが行
い

く 所
ところ

ごとに福音
ふくいん

が伝
つた

わるようになるためです。 私
わたし

たちはイサクのように主
しゅ

に祝 福
しゅくふく

された身分
み ぶ ん

です。今日
き ょ う

、

この身分
み ぶ ん

を味
あじ

わいながら、現場
げ ん ば

のイサクになって、神様
かみさま

に栄光
えいこう

をささげる一日
いちにち

を送
おく

りま

しょう。 

創世記
そうせいき
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あなたは いま  

しゅに しゅくふくされています 
                

 

 

父
ちち

なる神様
かみさま

！私
わたし

をイサクのように、神
かみ

の子
こ

ども、主
しゅ

に祝 福
しゅくふく

された者
もの

として

呼
よ

んでくださって、ありがとうございます。イサクのように戦
たたか

わずに勝
か

つ

答
こた

えを、毎日
まいにち

、与
あた

えてくださり、神様
かみさま

が生
い

きておられることを、すべての人
ひと

が見
み

ることができる証 人
しょうにん

となりますように。生
い

きておられるイエス・キリ

ストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

それは、私
わたし

たちがあなたに手出
て だ

しをせず、ただ、あなたに良
よ

いことだけをして、

平和
へ い わ

のうちにあなたを送
おく

り出
だ

したように、あなたも私
わたし

たちに害
がい

を加
くわ

えないという

ことです。あなたは今
いま

、主
しゅ

に祝 福
しゅくふく

されています。」(29) 

 

会
あ

う人
ひと

                         準備
じゅんび

する資料
し り ょ う
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ワーク 

主
しゅ

なる神様
かみさま

は、王
おう

の王
おう

です。神
かみ

の子
こ

どもにくださった身分
み ぶ ん

の王冠
おうかん

が 

あります。おりがみで、私
わたし

はどんな身分
み ぶ ん

を持
も

っているのか、 

確認
かくにん

しましょう。 

             

 

     神
かみ

の国
くに

の王女
おうじょ

、王子
お う じ

！ 

神
かみ

の子
こ

どもの身分
み ぶ ん

の王冠
おうかん

をつくろう  
 

 

 

 

 

 

 

おりがみを三角
さんかく

に 2回
かい

おって     ちゅうしんに     四角
し か く

の下
した

の辺
へん

をまんなかの 

広
ひろ

げて、まんなかに      ４つのはしをあわせて   おりせんに合
あ

わせております。 

十字
じゅうじ

のおり線
せん

をつけます    おって、ひっくり    裏側
うらがわ

の三角
さんかく

がおれないように 

かえします       してください。もう片方
かたほう

の 

                            四角
し か く

の辺
へん

も同
おな

じようにおります 

 

 

 

 

 

 

      ４つのはしにある小
ちい

さな     おりこんだ三角形
さんかくけい

を    まんなかを広
ひろ

げて 

      三角形
さんかくけい

を内側
うちがわ

におりこみます  のりでつけます    ４つの三角
さんかく

が出
で

るようにします 

                               ４つの面
めん

に神
かみ

の子
こ

どもの７つの祝 福
しゅくふく

を 

                                書
か

きましょう 

 

 

 

参考： 

https://www.youtube.com/watch?v=qHqjfHyxkEs 動
どう

画
が

でおり方
かた

を説
せつ

明
めい

しているものはこちらです(訳者注) 



 

 

 

 

 
 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どようび 

私
わたし

を心配
しんぱい

するママのお説 教
せっきょう

に終
お

わりがありません。ママは、なぜお説 教
せっきょう

をするのでし

ょうか。重 要
じゅうよう

なことを 必
かなら

ず覚
おぼ

えてほしくて、なんども言
い

うのです。 

教 会
きょうかい

で、または、家
いえ

で「キリスト！」ということばをなんども聞
き

いて、聞
き

き飽
あ

きたよう

に感
かん

じる時
とき

がないでしょうか。神様
かみさま

は聖書
せいしょ

で旧 約
きゅうやく

と新約
しんやく

を通
とお

して、イスラエルが体験
たいけん

した

滅亡
めつぼう

の歴史
れ き し

を記録
き ろ く

されました。それだけでなく、全世界
ぜんせかい

の人
ひと

にキリストが絶対
ぜったい

に必要
ひつよう

な

理由
り ゆ う

を説明
せつめい

しておられます。ですから、ときには、神様
かみさま

のお説 教
せっきょう

のように感
かん

じられること

もあるでしょう。しかし、とても重 要
じゅうよう

なことだから、ずっと言
い

われるのです。 

私
わたし

は神様
かみさま

のお説 教
せっきょう

を聞
き

き流
なが

してはなりません。世
よ

の中
なか

を生
い

かす唯一
ゆいいつ

の方法
ほうほう

であるから

です。伝道者
でんどうしゃ

パウロにもくださったその方法
ほうほう

を、 私
わたし

にもくださいました。今日
き ょ う

、神様
かみさま

の前
まえ

で、キリストの 驚
おどろ

くべき 力
ちから

を体験
たいけん

する、その時間
じ か ん

を持
も

ちましょう。 私
わたし

のみことば黙想
もくそう

の

時間
じ か ん

を持
も

って、 心
こころ

から祈
いの

りましょう。そのときが、 私
わたし

の 心
こころ

に神様
かみさま

のみことばを入
い

れる

時間
じ か ん

になるでしょう。福音
ふくいん

が必要
ひつよう

な理由
り ゆ う

も知
し

るようになります。そのような 私
わたし

を通
とお

して、

神様
かみさま

はあちこちに福音
ふくいん

が伝
つた

えられるようにされるでしょう。 

使徒
し と
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父
ちち

なる神様
かみさま

！なんども聞
き

くキリストが、私
わたし

に力
ちから

となって、多
おお

くの人
ひと

を生
い

かす証拠
しょうこ

になることを願
ねが

います。きょうも、キリストが私
わたし

の心
こころ

に信仰
しんこう

として臨
のぞ

むように祈
いの

ります。生
い

きておられるイエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメ

ン 

それから、パウロは会堂
かいどう

に入
はい

って、三
さん

か月
げつ

の 間
あいだ

大
だい

胆
たん

に語
かた

り、神
かみ

の国
くに

について論
ろん

じて、彼
かれ

らを説得
せっとく

しようと努
つと

めた。しかし、ある者
もの

たちが 心
こころ

をかたくなにして聞
き

き入
い

れず、

会 衆
かいしゅう

の前
まえ

で、この道
みち

をののしったので、パウロは彼
かれ

らから身
み

を引
ひ

き、弟子
で し

たちをも 退
しりぞ

かせて、毎日
まいにち

ツラノの講堂
こうどう

で論
ろん

じた。これが二年
に ね ん

の 間
あいだ

続
つづ

いたので、アジヤに住
す

む者
もの

はみ

な、ユダヤ人
じん

もギリシヤ人
じん

も主
しゅ

のことばを聞
き

いた。 

 

 

 

会
あ

う人
ひと

                         準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

      神様
かみさま

のお説教
せっきょう

？いいえ。神様
かみさま

の契約
けいやく

であるキリストを深
ふか

く黙想
もくそう

するなら、 

      脳
のう

まで変
か

わることができます。脳
のう

にどんな機能
き の う

があるのか 

      詳
くわ

しく見
み

て、確認
かくにん

しましょう。 

 

 

生活
せいかつ

常 識
じょうしき

 

かみさまの おせっきょう 

間脳
かんのう

 

感覚
かんかく

情 報
じょうほう

が通過
つ う か

する領 域
りょういき

である視床
ししょう

と、体温
たいおん

調 節
ちょうせつ

・

物質
ぶっしつ

代謝
たいしゃ

の調 節
ちょうせつ

・睡眠
すいみん

・

生 殖
せいしょく

などを 調
ちょう

節
せつ

する視
し

床
しょう

下
か

部
ぶ

とで構
こう

成
せい

される。 

大脳
だいのう

 

感覚
かんかく

情 報
じょうほう

を分析
ぶんせき

して記憶
き お く

を保存
ほ ぞ ん

して 考
かんが

える 

中 脳
ちゅうのう

 

視覚
し か く

と聴 覚
ちょうかく

神経
しんけい

が通
とお

りす

ぎるところ。大脳
だいのう

が重 要
じゅうよう

なことに 集 中
しゅうちゅう

することが

できるように助
たす

ける。 

 

小 脳
しょうのう

 

からだのバランスを保
たも

っ

て、運動
うんどう

機能
き の う

を調 節
ちょうせつ

する 

橋
きょう

 

中 脳
ちゅうのう

と延髄
えんずい

、小 脳
しょうのう

を橋
はし

の

ようにつなげる。 

延髄
えんずい

 

呼吸
こきゅう

と心臓
しんぞう

の拍動
はくどう

、消化
しょうか

な

どを調 節
ちょうせつ

して、生命
せいめい

維持
い じ

機能
き の う

を担当
たんとう

する。 


